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 暖かく柔らかい日差しが差し込むようになりました。日向にいると、ぽかぽかしてとても気持ちよく感じ

ます。先月は暖かい日が多く、園庭で鬼ごっこをしたり、ぞう組さんと一緒にお散歩に出かけたり、思い切

り体を動かして遊ぶことができました。ルールのある遊びを理解し、約束を守って友達と遊んだり、言葉の

やり取りを通して自分の思いを相手に伝えたり、考えて提案し遊ぶ姿に成長を感じました。そんなうさぎ組

さんでの生活も残すところあと一か月です。４月当初はお家の人と離れるのがさみしかったり、不安から泣

けてしまったりした子も今では「いってらっしゃーい」「ばいばーい！」など笑顔でタッチできるようにな

りました。毎日の生活の中で“できるようになったこと”“できたこと”をどんどん認め、小さいクラスの

子と関わる時間を作り、様々な刺激を受けながら次第に『大きいお兄さんお姉さんになる』『きりん組さん

になる』という期待や憧れを膨らませていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 うさぎぐみたより 

１年を通して、出来ることが増えました！ 

◎生活編◎ 

 ・朝の準備、自分が使ったもの、上着の後始末が自分でできるようになりました。 

 ・自分から「トイレに行ってきます」と行き、後始末ができるようになりました。 

 ・手洗い、うがい、食後の歯磨き、自分からできるようになりました。 

「やって」「できない」と言っていたことも「できるよ！」と自信をもってできるようになり“できた”という思いに共感し

ながら、さらなる自信につながるよう、今後も手助けをしながら見守っていきたいと思います。 

◎遊び編◎ 

 ・自分の気持ちを言葉で相手に伝えたり、相手の気持ちを考えたりすることができるようになりました。 

・順番を守って遊んだり、譲り合ったりして遊べるようになりました。 

普段の遊びを通して友達とのかかわりがずいぶん増えました。自分の思いを通したくてトラブルになることもありま

すが、互いの思いを受け止め、伝えられるよう保育士が仲立ちしていきたいと思います。 

玉ねぎ、おいしいね～！ 

２月から、玉ねぎの皮をむくお手伝いが始

まりました。自分たちが剝いた玉ねぎが給食

に出ると「朝剝いたやつやねー」「私も剝いた

よー！」と得意になって教えてくれます。苦

手な子も「みんなが剝いた玉ねぎだから、お

いしいね～」と次から次に野菜を口に運ぶ姿

があり、お給食の時間がまた楽しくなりまし

た☆ 

最後に…  

この 1年はあっという間で、毎日が新鮮で、遊

びを通して子ども達と一緒に驚きや発見、感動を

積み重ね、たくさんの楽しい思い出を作ることが

できました。至らない点もあったと思いますが、

保護者の皆様の温かいご理解とご協力をいただ

き、心より感謝しております。 

1年間、本当にありがとうございました! 


